
１ 主題設定の理由  
  学校内外の様々な課題に適正かつ迅速に対処

するためには、教職員の人材育成や学校の組織
的な対応が不可欠である。  

一方、教師が児童・生徒と向き合う時間を十
分確保するためには、校務の効率化を図り、働
き方改革を進めることが必要である。  

これらの課題意識をもち研究を進めることに
したが、市内の学校はそれぞれ学校規模や職員
構成等が異なり、同様のアプローチでは課題解
決が難しいと考えた。  

そこで、昨年度 3 年経過研究として、引き続
き、各学校がその実情に応じて、校務の効率化
や人材育成の取組を行うことで、学校の組織力
向上と働き方改革の推進をさらに進めることが
できると考え、本主題を設定した。  

２  研究のねらい  
  各学校の実情に応じて、校務の効率化や人材

育成の取組を工夫することで、学校の組織力向
上と働き方改革を推進する。  

３  研究の概要と成果  
  各学校の取組や成果、教頭としての役割は、

以下のとおりである。なお、本市は小中一貫校
もあるため、市内全小中学校の取組を掲載する
こととした。  
(1) 飯野小学校  

①  取組とその成果  
○  新しい研修制度に基づき、年度始めに

研修に関するアンケートを実施し、職員
の ニ ー ズ や 個 人 の フ ェ ー ズ に 応 じ た 研
修を計画・実施することができた。また、
外部講師と計画的、継続的に連携し、学
校 の 重 点 課 題 に 係 る 研 修 等 を 年 間 通 じ
て実 施 する こ とが で きた 。結 果 とし て、
学校の組織力向上に繋がった。  

○  午前 ５時 間 授業 や休 憩時 間 の分 割等、
校時程を見直すことで、児童下校後の時
間にゆとりができ、研修や会議、教材研
究の時間を確保することができた。  

  ②  教頭としての役割  
○  研修の内容について、主幹教諭と連携

し、職員の意向をできるだけ反映し、主
体的に取り組めるように工夫した。また、
校 長 と 相 談 し な が ら 職 員 の 教 員 育 成 指
標に お ける ス テー ジ 等の 状況 に 応じ て、
授 業 づ く り 研 修 会 等 の 研 修 へ の 参 加 を
促した。  

○  主幹教諭と連携し、会議等で使用する
資 料 を で き る 限 り ペ ー パ ー レ ス 化 し た
り、長期休業中の会議等をできるだけま
と め て 実 施 で き る よ う に 計 画 を 立 て た
り、会議等が効率的に行われるように見
直した。  

(2) 加久藤小学校  
①  取組とその成果  

○  ＰＴＡで緊急の議決が必要な時、学校
運営協議会等の会議の出欠、学校評価ア
ンケートの回答等を Web 上で行えるよう
にした。集計や周知等が素早くできるよ
うになった。  

○  効率的な業務ができるよう、職員室の
リノベーションを行った。  

 

○  学 担 の ８ 割 が 教 職 １ ０ 年 未 満 で あ る
ことを鑑み、研修主任とも相談し、全員
年間 １ 回は 研 究授 業 をす るよ う にし た。
互 い に 授 業 を 参 観 す る こ と で 授 業 力 向
上につながった。  

  ②  教頭としての役割  
○  教頭が率先して Google フォームやＣ

４ｔｈ等を活用した業務を行い、他の職
員 に も 積 極 的 に 活 用 す る よ う 呼 び か け
た。  

○  業 務 を 行 う 職 員 室 環 境 の 改 善 に 目 を
向け、職員の要望を汲みながら効率的に
業務ができるようにした。  

○  日 頃 か ら 職 員 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
を取り、本人の困り感や力量を把握しな
が ら 授 業 改 善 に つ な が る ア ド バ イ ス が
できた。  

(3) 上江小中学校  

  ①  取組とその成果  

○  各種アンケート（長期休業中の動静  

表、学校評価）での Google フォーム活  

用、Ｃ４ｔｈに職員会議資料等を事前  

送信しておく、安心安全メールで保護  

者配付文書を送信する等を通して、校  

務の効率化を図ることができた。  

   ○  副担任の所属学年を固定せずすべて

の学年に関わる体制とすることで、職

員が広い視野をもち業務に取り組んで

いる。  

 ②  教頭としての役割  

   ○  研究授業を参観し、授業改善のチェ

ックポイントについて個々にフィード

バックを行った。また、若手職員には

授業の進め方、教材作り等において支

援を行った。  

   ○  総合的な学習の時間の充実のため

に、外部リソース活用のためのキーパ

ーソンを職員に紹介し、学校外の人と

の協働学習を推進した。  

(4) 真幸小学校  

①  取組とその成果  

   ○  本校では、校務の効率化を図る働き方

改革 の 一環 と して 、 退庁 時刻 の 申告 や、

会議の精選を行っている。職員室掲示板

に退庁時刻を申告することにより、その

日 の 施 錠 者 を 確 認 す る こ と が で き る よ

うになった。予め時間外業務を行う職員

を把 握 し、 施 錠を 分 担す るこ と によ り、

教 頭 の 時 間 外 業 務 時 間 を 削 減 す る こ と

ができるようになっている。  

     また、Ｃ４ｔｈを活用した伝達や、会

議 資 料 の ペ ー パ ー レ ス 化 を 図 る こ と に

より、資料の準備時間を削減することが

できている。  
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② 教頭としての役割  

○  特 に能 力 育成 期の 職 員に 対 して 、積

極的 な コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン を図 る こと

に努めている。起案文書の作成時などに

助言を行い、担当業務への理解を深める

ことができた。また、行事予定を基に計

画的に声かけを行ったことにより、先を

見通した企画・準備等を行うことができ、

若手 教 職 員の 資 質 向上 に つ なげ る こと

ができた。  

(5) 岡元小学校  
 ①  取組とその成果  

○  昨年度の反省を踏まえ、週２９時間授
業を 実 施す る ため に 教育 課程 を 見直 し、
水曜日を全校５時間授業とした。これに
より水曜日は、①終礼（１５分）②会議
１（４５分）③会議２（４５分）の実施
が可能になった。現在、全ての会議等を
水曜 日 に実 施 でき て いる 。他 の 曜日 は、
教材研究となり、教材研究や授業準備の
時間に当てられ、心に余裕をもって授業
に取り組めている。  

○  行 事 の 反 省 や 終 礼 等 の 連 絡 を 校 務 の
デジタル化による業務改善を進めた。校
内は、会議のペーパーレス化、Ｃ４ｔｈ
や 校 務 支 援 の 活 用 に よ る 連 絡 時 間 の 短
縮を行った。  

 ②  教頭としての役割  
○  会議や研修等は、事前に資料を配付・

配信し、全職員が時間を意識して、会議
に望めるようにした。時間内に効率的に
進めることができた。  

○  マ チ コ ミ メ ー ル で 保 護 者 や 地 域 の 方
へ の お 知 ら せ や お 願 い を し た こ と で 文
書等の削減を行った。  

(6) 飯野中学校  

 ①  取組とその成果  

○  校務の効率化  

今年度もポータルサイトに資料をアッ

プロードすることで、会議の効率化が図

れ、提出書類等や保護者への連絡・調査

をデジタル化することで、ペーパーレス

化も 図 れス ム ース な 処理 がで き てい る。

また、職員の勤務時間を 8:05 から 8:00

に変更することで、次年度以降の更なる

校時程変更が可能となった。  

○  人材育成に関して  

   各校務分掌長や学年主任などミドルリ

ーダーを中心に校務の分担を実践するこ

とで、役割分担も明確になり組織力の向

上が図れている。  

②  教頭としての関わり  

   ○  校務の効率化  

提出書類等は教頭経由で担当者にデー

タ送信されるため、提出物の期限や内容

など視覚化も図れて、声掛け等も含めて

余裕を持った対応が可能である。  

   〇  人材育成に関して  

学校訪問後に指摘された内容に関して、

各先 生 に１ 人 １授 業 を実 践し て もら い、

相 互 参 観 も 行 う こ と で 全 職 員 の 指 導 力

向上を図っている。また、初期研の指導

教員と連携を取ることで、研修の充実を

図っている。  

(7) 加久藤中学校  
①  取組とその成果  

○  対話型キャリア教育プログラム「ひな
た場」県キャリア教育コーディネーター
をファシリテーター、飯野高校 3 年生を
地域の先輩として招聘し、本校 3 年生を
い く つ か の グ ル ー プ に 分 け 自 分 の 将 来
について意見を交換した。最初に高校生
が現在の自分の位置と、これからの具体
的な取組と展望について話、それを参考
に本校生徒が、自分なりに将来のプラン
を立て、高校生にアドバイスをもらうと
いう形で、入試を間近に控えた本校 3 年
生にとっては、非常に意義深い取組にな
った。  

  ②  教頭としての役割  
○  事前学習から生徒の様子を観察し、学

年 職 員 と 意 見 を 交 換 し な が ら 当 日 ま で
準備を行った。キャリア教育については、
学年ごとに職業調査や体験学習など、生
徒が将来のビジョンを立てながら、夢を
叶えるためには、現在の自分には何が足
り な い の か を 気 づ か せ る こ と へ の 本 人
の 気 づ き が 必 要 で あ る こ と を 研 修 や 会
議で職員が共有できるようにした。また、
地域と連携して物事を行うことで、自分
も 地 域 の 一 員 と し て 貢 献 し て い き た い
と い う 気 持 ち を 持 た せ る よ う に 意 識 付
け を し て い く こ と が 大 切 で あ る こ と に
気づかせるようにした。  

(8) 真幸中学校  
①  取組とその成果  

○  校務の効率化については、ＩＣＴの活
用のもと、ペーパーレス化を始め、デー
タの有効な活用を通して、事務処理時間
や 時 間 外 勤 務 時 間 の 減 少 に つ な げ る こ
とができた。  

○  人材育成の取組については、可能な限
り校外研修の機会を与え、個々の力量の
向上を図ることができた。  

  ②  教頭としての役割  
○  各職員の職務遂行を把握しながら、必

要に応じて職員間の橋渡しをしたり、支
援・指導をしたりすることで共通理解を
深め、組織力の向上を図ることができた。 

○  校 舎 施 錠 の 事 前 予 告 や リ フ レ ッ シ ュ
デ ィ の 活 用 な ど に よ り 時 間 内 勤 務 を よ
り充 実 させ 、 早め の 退庁 を促 す こと で、
働き方改革を推進することができた。  

４  今後の課題  
○  校務の効率化  

    ICT の活用や校時程の工夫など、各学校
で様々な実践が行われ、業務の効率化が
進んでいる。その良い点を参考にしなが
ら、各学校の校務の効率化をさらに進め
ていく。  

○  人材育成  
教頭は、校内で参観授業や職員の悩み

などに傾聴し、人材育成を進めるコーデ
ィネーターである。日頃から対話や観察
をと お して 、 アド バ イス や指 導 を行 う。
また、校内研究をはじめ業務を推進する
にあたって、教頭として、ＯＪＴが機能
するよう、常に情報収集や連絡調整・指
導助言をする必要がある。                                      


